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2020 (令和 02)年  

1 月 25 日  世話人から 11 日に大阪で開催された「凌霜謠会」への参加報告があり、併せて

会で配布された御題小謠「望」と久下昌男氏の作成資料「演能統計」資料が配布さ

れました。 また、世話人から 2019 年の会計報告と伏見さんからの監査報告があ

り、承認されました。 

「能･謠ひとくちメモ」は、当日の曲目『野守』に因んで、(第 4 話)『「鬼神」の 

読み方』を配布し、読み方によって意味内容が異なることを学びました。 

       2 月例会の終了後、1 年振りに「懇親会」を開催する旨の報告があり、参加予

定者の確認が行われました。(10 名参加の予定です。) 

2 月 22 日  新型コロナウィルスの拡散に伴い各地でイベント等の中止や延期が報道される

中、予定通り 2 月例会を開催しました。 

「能･謠ひとくちメモ」は、当日の曲目『朝長』に因んで、(第 24 話)『保元平治の

世の乱れ～朝長の死について～』を配布し、父義朝による殺害説と自害説の根拠と

なる「平治物語」等の記述を確認しました。 

謡会終了後、17 時から会場「東京六甲クラブ」のロビーで 1 年ぶりの懇親会を

開催し、参加者 9 名で楽しいひと時を過ごしました。（会費：2,000 円） 

3 月 19 日   新型コロナウィルスの拡散に伴い、3 月 28 日に開催予定の 3 月例会は一旦、4

月 11 日または 29 日に延期して、ウィルスの拡散状況と東京都の自粛要請内容を

ウォッチします。 

3 月 23 日  新型コロナウィルス拡散は終息の気配なく、延期した 3 月例会の 4 月 11 日開催

は中止としました。 

4 月  6 日  3/25 には都知事による「重大局面」の記者会見があり、4/7 には安倍内閣が東京

はじめ 7 都府県を対象として「緊急事態宣言」を発出の予定であり、当会としても

3 月例会及び 4 月例会を中止としました。5/25 予定の 5 月例会の開催可否は 5 月

中旬に判断し、連絡します。 

       関西の「凌霜謡会」(6/13 予定)は中止の旨連絡がありました。 

4 月 17 日   山本さんあてに全国大学学生 OB･OG 能楽連合会より、「本年の謡会は中止」の旨

連絡がありました。なお、次回は来年令和 3 年 7 月 24 日(第 4 土曜日)の開催が予定

されています。 

5 月 5 日   安倍内閣による「緊急事態宣言」の期限が 5 月 6 日から 5 月末日迄延長され、引

続き「3 蜜」を回避すべく不要不急の外出やイベント等の自粛要請が継続されるこ

とになりました。これに伴い、当会の 5 月例会(5 月 25 日予定)も、3･4 月例会に続

いて中止することにします。 

なお、6 月例会については、6 月上旬に経過や状況を判断して開催の可否をお知らせ

します。 

6 月 6 日     「緊急事態宣言」は 5 月 25 日に全国解除されたものの、東京都では STEP0 から

STEP2 への自粛要請が緩和された直後に感染者数の増加がみられ、東京アラートが



発動されています。会場の東京六甲クラブも条件付きの利用が再開され、6 月例会

の開催を前向きに検討しましたが、「今しばらく様子を見るべき」との意見が多く、

5 月例会に続いて 6 月例会も中止としました。 

7 月 1 日   6 月 11 日に東京アラートが解除され、政府による「都道府県をまたがる移動の自

粛要請」も 6 月 19 日に解除され、経済活動も徐々に日常に戻りつつありますが、一

方集団検査の実施等に伴い、東京都における新規感染者数は 50 人程度／1 日と高止

まりしており、第 2 波襲来も予断を許さない状況です。当会の例会は 3 月以降 6 月

迄 4 回中止していますが、前月に続いて会員各位に 7 月開催の場合の参加の意志を

確認したところ、「不参加」の方が圧倒的多数であったため 7 月例会(7 月 18 日予定)

も「中止」と致しました。 

7 月 31 日   COVID19 の感染は更に拡大し、新規感染者数は連日各地で最多記録を更新して

います。8 月例会(8 月 22 日予定)について会員各位に打診したところ、開催を希望

する人は極めて少なく、今回も引き続き「中止」と致しました。 

8 月 29 日   COVID19 の感染は第 2 波のピークは過ぎたものの、未だ毎日 200 人程度の新規

感染者が発生しており、9 月例会(9 月 19 日予定)も開催を希望する会員は極めて少

人数で、今回も引き続き「中止」することにしました。 

9 月 29 日   COVID19 の感染は第 2 波のピークは過ぎたものの、未だ毎日 100 人程度の新規

感染者が発生しており、10 月例会(10 月 17 日予定)も開催を希望する会員は極めて

少人数で、今回も引き続き「中止」することにしました。 

10 月 22 日   COVID19 の感染は第 2 波のピークは過ぎたものの、東京の新規感染者は未だ毎

日 100～200 人台継続しており、11 月例会(11 月 21 日予定)も開催を希望する会員

は依然少人数で、今回も引き続き「中止」することにしました。 

11 月 22 日   12 月例会の開催（参加予定者 5 名）に向けての準備を始めましたが、11 月中旬

から新型コロナウイルスの新規感染者数や重症患者数が、東京を始め全国的に急増

してきており、政府や都道府県での「Go To キャンペーン」の見直しや感染防止策

の強化・徹底等の呼びかけに鑑み、残念ながら 12 月例会も「中止」することにし

ました。 

12 月 17 日   月例会を「新年 1 月例会からの再開」の方向で準備して参りましたが、新型コロ

ナウイルスの第 3 波は引続き猛威を振るい、「勝負の 3 週間」が経過しても新規感

染者数や重症患者数・死亡者数等高止まりの状況が続き、イベントの「自粛」が要

請されています。この時期に例会を再開するのは不適切と判断し、世話人の独断で

令和 3 年 1 月例会(1 月 23 日予定)も中止とさせていただきます。 

 


